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　ま　え　が　き

　体育と言う言葉が生れも体育が教育の一領域

として教育の中に取入れられたのは近世になつ

てからであると言われる。然し乍ら体育的な事

実一身体活動によつて何等かの人間形成を図ろ

うとした事実たとえそれが単なる強い身体や体

力であつたにせよ一は人類の古い時代から在つ

たものと考えられている。

　文化八類学によれば如何なる時代如何なる場

所においても人間は直接生命を緯持するための

活動あるいはそれに通じる職葉活動の他に遊び

と呼ばれる活動現在の言葉で言えば、レクレー

ション活動を行つたと言うこと及びこのような

レクレーション活動の中で身体活動が大きな分

野を占めていたことが明かである。従つて人間

は実にホモ⑧フアーベル、ホモ⑧サピェンスで

あると同時にホモりレーデニ■スでもあると言わ

なければならない。

　体育はこのようなレクレーションとしての身

体活動、別の言葉で言えば遊戯やスポーツの人

間生活の中における機能や価値1を経験的に自覚

することからもそのような機能を意図して身体

活動を行うに至つた所にその施芽を認めること

が出来るのである。

　そしてこのような身体活動実践の直接的な契

機になるものは常に運動の技能あるいは技術で

あつて、技術を無頑した運動実践は考えられす

運動は常に運動技術の表現によるいろいろな欲

求の満足が実践の動因であつたと言つても過言

ではないであろう。

　従つて「身体活動を通しての教育である」と

言われる体育も喝言い換れば運動技術の学習を

中心とした教育であると言うことが出来葛体育

の内容として態度や健康安全等があげられてい

てもこれらは実際には運動技術との関連におい

て考えられなければならなくなる。

　このゆえにスポーツ及体育の中核となる運動

技術はそれが重要な意味をもつが故に一暦その

性格と体育の全体構造における位置づけを明瞬

にしておかないといろいろな混乱が生する元に

なると思われる。例えば技術万能と言う考え方

を嬢威し危その結果体育を指導する教師が単一

スポーツ技術の指導を即体育と考えたり、スポ

ーツやそ；の他g運勲を行う者が公衆の面郎でや

る丈の専門的修練をつんだ人達に及ばないと直

ぐ観客席に坐つて自らやろうとしなかつたり、

又むしろ人聞自身のために在るべき運動技術に

よつてかえつて人間が使われるようになり茂技

術的機能の発達によつて人間的な機能が偏頗と

なつたり、人間性を破壊し一たりするような懸念

がないでもないからである。特に未成年者、自

覚の未熟な者においてそのような危耀が多分に

感じられるのであるg

　従つて私はこムで技術を中心にして体百とス

ポーヅとの関係を明かにし惰体育に在つては技

術は如何なる意味をも払叉如何に扱はれるべ

きかを述べて見たいと思うのである。

国、体　育　と　は

　我々が行う身体活動は全一体としての人間の

壊境に対する反応あるいは働きかけであ＾個

々人の欲求、意志竜知性竜人格を現わすもので

ある。

　そして此のような身体活動は非常に多w叉㌻

同じ身体活動でも年令滴職業竜・性音体質等に応

じて、個人にとつての意味は異なるにもか㌧わ

らす身体活動が何等かの形で人間の威長発達

一生物的滴心理的芯社会的一に影響することが

知られている。人間の成長、発達に貢献するも
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体育における運動技術の問題

のを、教育的価値とするならば身体活動には教

育的価値1が潜在していると言うことが出来る。

このような身体活動の中で特に人間形成の潜在

的価値を多くもつているものを1選び滴あるいは

それ■を修正し俺時には特に工夫して、そのよう

な身体活動を創作し竜それを行うことを通し

て嶋現実の人間を理想像にまで高めようとする

営みが体育である。身体活動（正確に言えば体

育運動）を通しての教育が体育である。具体的

に言えば方法的に体操塙遊戯葛スポ←ツ、ダン

ス滴野外活動等の大筋活動を行うあるいは行わ

せることによつて、活動者の身体的発達、活動

力の保持葛杜会的形成を行い更に生活の健全化

や杜会間題の解決を1図るということが体育であ

名。

’従つて葛このような体育では「身体活動の実

践」「実際に運動する」ということと、このよ

うな実践を裏づける教育的な意図とか喝配慮と

言う毛一のが不可欠の要素であつて、此の二つの

要素の欠けた体育と言うものは在り得ない。然

し乍ら現実には単なる体育運動の実践がおのづ

から教育的効果をもたらす事実から竜ま㌧油身

体活動の実践そのま1㌧が体育であると考えられ

ることがある。例へば、スポーツの練習やゲー

ムを行うことが其の儘体育であると考えられた

り竜芸術舞踊を練習することが直ちに体育であ

ると考えられたりするのがそれである。

　このような考え方は一面から言うならば確に

正しい。身体活動の実践を通し教育的効果をあ

げているからである。然しながら厳密に考える

時はこれを体育と言うことは出来ない。スポー

ツは本来セ活動過程を楽しむと言う心理に基く

遊戯の発達したものであつて、それ自体何等

の教育的効果をも意図しない活動であるからで

ある。

　スポーツは元来「真剣に技術を遣求竜表現す

る活動過程に楽しみを求める（自巳目的的活動）

を本質とする」と言われるくらいスポーツに於

ては技術の遺求、技術の向上と言うことが中心

となる。（芸術舞踊は美意識によつて創作し美

的に身体表現することをねらいとするけれども

心理的にはスポーツと同様技術の遺求葛表現が

中心となると思われているので以下スポーツの

申に含めて考えることにする。）従つてスポー

ツが緒果として孝之育的効果（休育が目指す所の

もの）をもたらすことがあつてもそれは偶然の

場合もあり必然性をもつているとは言えない。

場合によつては逆の結果を招来することがあり

うる。

　現にスポーツのためにスポーツをした結果身

体的障審を生じたり滴教育的管理の行届かない

学校スポーツが睡々の弊害を生じたりするのな

どは我々の良く知る所である。

　從つて一般に芯身休活動の実践を直ちに体育

とする考え方は余りに素朴で問題にならないが、

ダンス、スポーツ徒手体躁等の体育運動でもそ

の実践を直ちに休育とする考え方は体育をその

方法的竜形式的竜現象面だけから皮想的に判断

し規定していると言わなければならない。体育

運動の教育的価値は実践しさえすれば必然的に

現われるものではなく省あくまでも可能性とし

て潜在しているだけであつて鬼実践のし方が悪

かつたらかえつて逆の結果を生じることもあり

うるのである。体育運動の実践を真ちに体育と

する考え方は此の事実を無硯して体育運動の潜

在的価喧を必然的なものと考える誤りを犯して

いるのである。

　体育運動の実践が体育でありうるために臥

その実践が必す教育的意図によつて裏づけられ、

実践そのものが方法的に検討されているのでな

ければならない。

　このことは竜その発生の性格からして実践自

体が既に体育に近い性格をもつと特に考えられ

易い徒手体操にしても例外ではない。ましてや

発生において楽しむことを目的とするスポーツ

には一暦此の事が強く指摘されなければならぬ。

　体育運動の大部分は形式的には日常生活の中

に行われている活動と同じものであるが正確に

言えばこれらが体育のために一定の（教育的）

立場から利用される時のみ体育運動となるので

あつて、それ以外の場合は形は同じでも体育運

動（体育のための活動）ではないのである。体

育が成立するためには運動の実践が不可欠であ

ると同時に教育的意図や配慮が必要不可欠であ
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る。

　教育的意図や配慮は具体的には先づ麿体育運

動の選択偽決定に向けられ次いで運動実践の方

法に向けられなけれ、ばならぬ。

；二、体育とスポーツ

　加藤氏はスポーツの成立必要条件として次の

四つを挙げている。

　1．活動過程（活動の技術の表現遺求）を楽

　　しむ（心理的条件）

　λ　身体を通して自巳のもつ力の隈界そのも

　　のを遣求する（物理的竜生理的条件）

　ユ　精錬された競技規則

　4　競技者間の協力的人間関係

　私も此のような条件を具えた具体的な活動そ

のものをスポーツと考えているが要するにスポ

ーツは本来活動者の心理的動機或は態度から解

釈すべき性質の活動であり竜体育は教育意志

（教育的意図）の存在から解釈すべき性質のも

のであつて体育とスポーツとはその範犠が異な

る。（既述の通り）

　体育はむしろスポーツを利用して葛教育的効

果をあげようとしているに過ぎない。そしてス

ポーツが庫育の題材として非常に重視されるの

は一つにスポーツが非常に興味があり層そのた

めに活駿な自発活動として行われることにあ

る。即ち学習は学習者の積極的竜能動的な態度

がなければ成．立しないのであるが適スポーツに

おける活動者の自主的自発的な態度葛言わば活

動そのものに没入する遊戯三味とも言うべき態

度が学習活動を活駿にして学習能率を高めるた

めに利用されるのである。

　刻⊂はスポーツそのものが体育の潜在的価値

を多くもつことにある。

　即ち葛具体的に肌スポーツ種目によつて相

違はあるが厄何れにしてもスポーツが身体的、

心理的セ杜会的方面の自然的傾向発現の機会を

多くもつことは池人間の他の如何なる活動より

も優つていると言つても過言ではない。

　現代の教育理論からすれば教育は単なる知育

ではなく、民主杜会に於ける望ましい人格形蔵

である。学習は学習者が知識を吸牧することに

康　　宏

よつてではなく行為すること葛或は事態に反応

することによつて威立するとされ、教育の方法

として指導者のなしうることは教えることでは

なく学習者がある方法で反応レそのように反

応することによつて学ぶような事態を準備する

こと竜そのような努力によつて学習者を助力す

ること以外にはないとされている・

　若しそれが事実であるとするならばスポーツ

のもつ行為における自然的傾向の発現は其の儘

極めて貴重な滝教育の機会となりうると言えよ

う。

　人間の自然的傾向は善悪の価値1判断以前のも

のでありこれを全面的に否定することは人間そ

のものの生命の否定である。教育でなすべきこ

とは序このような自然的傾向をそのま』でもな

く又、完全に抑圧するのでもなく健全な形で表

現するように抑制純化することによつて望まし

い性格や健全な人格を形成することである・そ

してそのような性格や人格が環境との関係にお

いて行動的に形威される、或は事態に反応する

ことによつてのみ形成が可能であるとするなら

ばスポーツこそは最も人格形成における多くの

潜在価値をもつと言うことが出来るのである・

　然し乍ら現に行われているスポ←ツ形式の運

動を見てそれが体育（正確には体育のために行

つているスポーツ）か単なるスポーツかを見分

けることは実際には極めて困難である。理論的

には活動者の考え方とか心理によつて区別出来

ると考えられるが現象面からでは正確には区別

出来ない。何となればどの場合でも活動者が活

動最中に指向するものは興味の遣求であり蒐

それに基づく技術の追求と表現であるからであ

る。体育の目標に掲げるそれ以外の身体的発達

とか、杜会的性格とか、健康安全等臥教育的

なねらいについては竜活動者は活動前には意識

していても活動中には殆どそのような意識はな

い。もしあつたとしてもそれはむしろ遊戯三味

の境地から理性的な境地に立戻る瞬間々々にお

いてである。そしてそのような心的態度こそ本

来スポーツに他ならないのである。

　従つて体育とスポ←ツの区別は竜活動中の活

動者の心的態度よりも、その活動を動機づけそ
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　体育とはこのように活動者が熱望する運動技

術の修得向上の練習あるいは努力過程を正しく

し、活動者の技術の表現と修得のための活動を

他の活動によつて実現可能な教育的価値に結び

つけ竜活動者を全人的に発達向上させようとす

る営みであるとも言えるのである。

　そこで問題になるのはこのような意味をもつ

技術の体育における位置づけである。

　スポーツにおいては技術の表現と追求こそは

そρすべてであゲ窮極的な目漂である。然し

体育ではどうであろうか。

　技術に対する練習から体育でねらう身体的発

達態度の形威等が成されることから竜技術が体

育にとつて竜手段的な意味をもつことは了解さ

れる。然し運動技術は単に手がかりであり手段

に過ぎないものであろうか。

　私には技術の本質は媒介性にあると思われ

る。從つて窮極的には運動技術は人間にとつて

生きるための手段的な意味しか持ち得ないであ

ろう。主体は人間であり、技術は人間が生きる

ための技術なのであるから。

　然し乍らその前の段階生きるにしてもその生

き方をよりよく生きるかより幸福に生きるかと

言う生き方が間題になる段階においては運動技

術は幸福とかよりよい生活をもたらす内容をも

つものとして人間の目標となり得ると思われ

る。運助技術自体が人間にとつて必要と思われ

るのである。

　従つて体育においては技術は：手段であると同

時に目標でなければならぬと思われるのであ

る。勿論運動技1術は体育における唯一の目標で

なく竜他の諾目標を媒介しながらもそれ自体教

育的価喧をもつ竜諸目標の中の一つと．してであ

る。その理由を以下に述べたい。

四、運動技術とは何か

　普通我々が運動皮術と言つているものは何だ

ろうか。我々が普通運動技術と言つている場合

にはスポーツやダンス等がうまく出来ると言う

「能力」を意味していることが多いように思う。

　即ち喝「技術を持つ」とか「技術がある」と

言う場合にはそこに現示され竜行われた運動の

康　　宏

し方（実践）そのものではなく葛そのような運

動の実践を表示することが出来た活動者自身の

能力葛技能を意味しているからである。そして

そのことは「技術を持たねばならない」と言う

言い方をする時一層はつきりする。

　然しながらそのように活動する主体を仮想し

活動主体と関係づけて技術と言う言葉を使う場

合はそのような意味があるが喝単に運動技術と

言う場合には、運動の場に示される運動のし方

（行為実践）そのものを意味しているように思

う。バスケツトボールの技術と言えばボールを

持つてパスしたり、ドリブルしたゲシユート

したり等をすることであり、体操の技術と言え

ば、徒手で滴或は器械を使つて身体をうまく意

図する通りに操作すること自体なのであるから。

　從つて運動技術と言う言葉には竜実践された

運動のし方（スポーツの各種目毎にルーノレで規

定されているような運動のし方）と言う意味と喝

蓮動技能（そのような運動をなし得る運動者の

能力）と言う意味との二つがあると思われる。

然しながら運動技能はそれだけでは現実的に技

能ではなく運動の場で運動のし方に表示さ一れて

はじめて竜現実的に技能であり得る。（又同時

に竜それは運動技術でもある。）むしろ運動技

能は1運動の場に表示された運動技術から主体的

倒両だけを抽象したものであるとも考えられる。

従つてこのような関係から両者は同じ意味のも

のを＝現に顕われたものとしてみるか、可能態と

して見るかの立場の相違に過ぎない。然し何れ

も活動によつてのみその存在が知られる点では

共通である。

　ただレ単に運動技術と言つている運動の内

容は実際には生活活動や竜労働ではなく葛遼戯

スポーツ、ダニ・ス．等の体育運動特にスポーツを

意味してはいるが。

　運動技術はそれが存在することは確かである

が「これが運動技術である」と指摘することが

出来ないものである。

　我々は唯活動者の活動のフオームや彼が作り

出した華動の記録から技術の存在とその程度を

推知することが出来るだけでめつてそれ以外に

は二知ることが出来ない。そして記録は曾つてそ
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のような技術が確に在つたことは知らせるけれ

ども現在肯その技術があるか否かについては知

らせない。唯記録が、出された時から余り時目

を経過していない場合には活動者に向そのよう

な記録を出しうる技能があるだろうと推量は出

来る。然しこれも余り長い時日を経過した後で

は忌そのような記録が再生産されな二い隈り活動

者の技能の残存さえも疑間に思われるのであ

るo

　このような点から運動技術は固有な存在性を

もつものではなく人が行う具体的な身体活動

（或はそのフオーム）に即し叉彼が運動に於て

生み出した記録（成績）に即してのみその存在

を知られる性格のものであり通運動が行われな

い限り何処に存在しない性格のものであると言

うことが出来る。

　このことは運動技術がとのようにして成皿す

るかを考えれば更によく解るであろう。

　蓮動は一定の運動環境とそこにおいて運動し

ようとする人間との積極的な働き合いがなかつ

たら起らないのである。立派な運動施設や道具

がありても人間の方にそれを利用して運動しよ

うとする積極的な意欲がなかつたら運動は起ら

ないし、叉意欲はあつてもそれを充すような環

境がなかつたら運動は1起らない。運動が行われ

なけ幻ば技術は生れない。從つて運動段術が成

立する（生れる）ためには葛人間の意志と運動

の環境との二つの要素があり、然も此の間に積

極的な働き合いがあつて運動が行われなければ

ならないのであつて、実際に運動が行われない

場合には、在るものは人間の主観的な観念一あ

のようにすれば出来る。このようにする。こう

でなければならない。このようにしてやりたい

等の一と環境との対立だけである。その意味で

は曾つて良い記録を出した活動者も再びそのよ

うな記録を出さない限り現庄肯その技能を所有

しているとは言えない訳である。

　運動技術は運動に於て示されない限り何処に

も存在しないものである。

生産技術としての運動技術

今日一般に技術と言えば生産技術を意味する

ように技術と生産とは関係が深いように思われ

る。三木清氏も「技術の本質は生産する、物を

作ることにある」と言つている。然し技術の本

質が生産にあるから生産技術が唯一の技術だと

するのは余りに狭い考え方であろう。

　生産技術は（いわば）物質的経済的な生産

に関係する技術であるが竜これが今日単に技術

と言えば生産妓術を意味する程までに考えられ

るようになつたのは竜自然科学と結びついて機

械を発明したり、原水康のような物質を生産し

て、杜会、政治、経済∵文化、道徳等人間生活

の凡ゆる面に重大な影響を与える力をもつたか

らに他ならない。元来技術は「知性によつて人

間が薪しい環境に適応ナるために発明した行為

の形」或は「人問が環境を改造していく行為」

等と言われるように人間と環境とが対立した時

生れるものであるから、技術は環境との関係か

ら考えられねばならない。今日我序の環境と考

えられるものはいろいろあり竜從つてそれに応

じていろいろな技術が存在しうるのであるから蒐

物質的生産に関する生産技術のみむ技術とす

る考え方は、生産と言うことを余りに狭く考え

過ぎているよう思われる。もし技術の本質が生

産することであり鬼生産が物質生産のみを意味

するものなら私がこ∫で問題にしようとしてい

る運勧技術と言う言葉の存在自体すら無意味で

ある。

　運動技術は物質生産と言う点から言えば外に

何物も生産しな1い技術である。然し技術の本質

が生産にあるとすれば運動技術も何かを生産す

る筈である。それでは運動技術の生産するもの

は何だろうか。私はそれを運動の記録やフ才一

ムであると考える。運動の記録やフオームは文

学や音楽竜絵画、彫刻等の作品に当るものでこ

れは運動技術が作り出したもの或は運動技術の

表現物である。然しながら運動技術の生産物が

他の芸術や技術の生産物と違うのは、生産物が

それをつくり出した人間主体から独立して存在

することがないということである。他の芸術や

技術での作品や製晶は皆それを生産した人或は

その人の生産する行為から離れてその作品或は

製品自体で価値とか存在意義をもつことができ一
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る。然し運動の記録やフオームは何時でもそれ

を生み出した活動主体から離れて別に存在する

ことが出来ない。フォームは活動者の活動のフ

ォームであつて滴それは生産者、生産活動葛生

産物に当てはめて言えば生産者の技術的な生産

行為そのものが生産物であること言うことにな

る。兎に角ブオームが活動者と切り離せないこ

とは明である。記録は一見独立して存在するよ

うに思われるがl00米10秒もそれを生み出した

ラニ／ナーと一体的に考える（ランナーの技能を

常に想定する）からこそ意味があるのであつ

て竜それを生み出した人を考えない100米10秒

の言己録は単なる文宇の配列に過ぎない。それは

芸術技術の作品や製品とは全く性格の異つたも・

のである。この故に運動技術の生産物は保存が

効かない。從つて運動技術は生産という点から

言うならば生産活動主体を離れることの出来な

い、從つて保存のきかない生産物を生産する技

術である。と言うことが出来る。

　このような運動皮術の性格は運動技術に於け

る身体の性格と密接な関廉があるからであろ

う。

五、運動技術の内容

　運動皮術は運動のフオームや記録を生み出す

技術である。そして　般に技術は人間と環境と

が対立した時これを調和するために生れるので

あるから、運動段術はこのようなフオームや記

録が生れる環境との関係から考えなければなら

ないと考えられる。

　運動のフォームや記録の生れる運動環境は運

動種目によっ
　　　　　　　　　　　　　第三者
ても、叉運助
の行わ牝1場衆観的人運、先輩

　　　　　　　　コ　手　　　　ル　　　用
ある要素を大　　　　咲．　　具　援
　　　　　　　　　　　　万　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　ノまかに分析す　　　　　学　　　　　会
　　　　　　　　　　　　校ると次の如く

なるであろうb
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　（1）身体

　華動のブオームや戸己録は」定の運動環境に人

間の意志を生かす所に生れる。・然しいくら環境

があり意志があつても実際には此の二つを媒介

する身体が動かなかつたら運助は起らないし從

つてフォームや記録も生れない。

　從つて運動が行われブォーム記録が作られる

ためには先づ自分自身の身体が「意志する通り」

に動く或は動かせることが必要であグその次

に意志通り動く身体で外的運動環境に働きかけ

ると言う形にならなければならないように思わ

れる。

　然し現実にはこの二つの過程は殆ど同時に一

緒になつて行われる。即ち一定の外的運動環境

に庫接働きかける或は働きかけられることによ

つて、それに応じ得るように身体を意志通り動

かすよう努力し練習するからである。

　何れにしてもこ牝らのことは運動においては

身体が環境的な性格をもち叉道具的な意味をも

つことを示している。運動技術はこの道具とし

ての身体と非常に密接な関係がある。

　運動はすべて外面的には時間的室間的な物理

的現象としての力学的運動であるが、その運動

の根源となるものは常に人間め身体の構造と生

理機能であり、如何なる運動もこのような人間

の身体構造と生理機能の範囲を出ることは出来

ない。

　我々は鳥や魚のように行動することは1鬼他の

道具を使うことがない限り不可能である。

　從つて人間の身体の自然的条件は先づ運動形

式を規制するものとして環境の意味をもつので

ある。我々はこれによつて規制された運動形式

に対して自已の意志を最大限に生かしていく所

に技術を生むのである。

　弐に人間の身体は運動意志を制約するものと

して環境の意味を晃つと考えられる。

　我々が幾ら運動しようと思つても不具であつ

たり、非力であつたり、病的であつたりしたら

優れたフオームや記録を作ることは勿論忌運動

すること自体も困難なことが多いからである。

第一身体に欠陥があれば運動意欲さえ減殺され

るのが普通である。このことは一面身体が道具
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の意味をもつことでもあると言えよう。然し運

動において身体が遣具的な意味をもつことは困

難な運動に直面することによつて一層良く解

る。例えば鉄棒で逆上りをしようと思つても思

うま∫に上れない場合・には自已の身体でありな

がらそれが自分でない物体のように感じられ竜

意欲のみが自己と感じられるからである。

　手や足など身体の一部分が特に道具的な性椿

を示すことは他の活動でも勿論認められるが、

運動では身体全体が遺具的な性椿を示す所に特

徴が認められ亭。そしてこれが最もはつきりす

るのは単に身体のみで行う運動或は固定的な施

設を使つて行う器械運動やダイビング等であろ

う。これらで俸身体が自分の意志通りに動かな

い時かえつて身体の道具性を痛感するのである

から。このような道具性をもつものとして身体

は環境としての意味をもつのである。

　（2）運動のルール

　ルールの中には施設用具等の規格を規定する

ものや、運動の形式や活動の方法を規定するも

のが含まれる◎

　ルールは発生的には長い経験によつて生じて

来た慣習の成文化であり性格的には運動杜会の

、「法的なものであるが大部分は直接運動皮術に

関するものであつて洩これによつて活動者の行

動に制隈を加える。從つてこれは人間が運動実

践を規制するために作つた条件とも考えられ

る。ζのような条件に規制された運動形式に対

し人間カミベストをつくして活動を行う所に運動

技術が生れるのであるからルールは運動の環境

要素の一一っである。

　131物的要素
　総体的にはルーノレによつて規定される。然し

人間の活動に最も直接的に物理的祇生理的唱心

理的影響を与える。具体的にはグラウンド水体

育舘器械その胞の施隷やボーノレ葛砲丸ち槍、バ

トン等の用具類。

　t4）人的要素

　競技形式によつて叉個人単立のものか集団で

行うものかによつて異なるが先づ競争相手があ

げられチームゲームでは更にチームメート（t－

ea皿一mate）があげられる。何れも成績に関係

する要因である。

　け）競争相手

　コンテスト（COnteSt）形式（体操、ダンス馬

跳込等の威就能力比較競技）では心理的な影響

を与える。

　コンペテイシヨン（cOmpetitiOn）形式（陸上意

水上競技のような角逐競技）及身体的接触を禁

するチームゲーム（te伽ユga皿e）（バスヶツト

ボール、バレーボーノレ等）でも心理的な影響を

与える。身体的接触を含むチームゲーム及コン

バツト（co独bat）形式（柔、剣道、ボクシン久

相撲等の格斗競技）では物理的（生理的）心理

的な影響を与える。

　（口）チームメート

　身体的接触を禁するゲームでは心理的な影響竜

身体的接触をするゲームでは物理的（生理的）

今琴的な影響がある。

　（ハ〕第三者

　活動者競技者以外に外部から強い心理的影響

（圧力）を与える。具体的には観牝応接臥

報導関係者滴母汰国宰伝統等である。

　場合によつてはこのような第三者が存在しな

い或は明確に意識されない場合もある。

　以上のような環境要素を考える時これらの環

境要素との関係から運動競技には少くとも玖の

よ1うな内容が含まれている或は含まれなくては

ならないと思われるO

　（1）身体を支配する技術

　運動の原動力を提供し叉直接運動の道具とし

ての意味をもつ身体機構を意志通りに働かせる

技桁である。

　新しい運動形式或は困難な運動形式に直面す

ると意欲と身体の対立を経験するが竜意欲も実

は身体と別個に存在するものでないことからす

れば身体には主体的な面（喜び、楽しさ淳苦し

さ等を感じたり、意志したりする）と道具的な

面とが在ることが了解される。（身体の二重性

格）從つてこれを「活動において身体は二二重性

格を露呈し主体的身体（意欲）と環境的身体と

の分fヒを見る」と言つてもよいであろう。そし

て主体的身体と環境的身体とが分化した場合に

は「主体的身体は環境的身体から抵抗を感じ、
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それを契機にしてこれに統制を加えようとし、

環境的身体は統制を受けつ㌧活動するようにな

る」のであり竜このような統制遇程が練習と言

われるものであつて、練習の結果としては竜意

志しさえすれば、身体が自動的に適応行動をと

るようにさえな1るのである。練習の結果生れる

このような身体活動の自動化を普通身体支配と

言い竜それによつて現われるよいフオームから

身体支配の技術或は身体的技：術を考えるのであ

る。が、身体支配の技術は一面から言えば環境

的身体の主体fト低抗感が無くなり葛身体が意

志通り動くようになること一一の表現であり、他

面から言えばそれ自体可変的な身体の生理的機

能特に内臓機能及神経系統の機能一運動感覚、

視覚滴相関神経作用、筋肉の調子等一の発達の

表現であると言うことが出来る。

　そして身体麦配の技術には大体次の二つを考

えることが出、来る。

　1イ）他に道具を用いない身体支配の技術

　徒手体操ダノス等のように自己の身体以外に

は道具がないような場合の身体を支配する技術

である。

　このような瑛境的身体の主体化（身体支配）は

威長に伴つて自然（実際は自然にではなく生活

の必要から意識されない練習の結果であるが）

的になされることもある。日常生活に用いる歩

行等の簡単な活動や動咋等がそれである。然し

スポーツ等における特殊な身体支配力は皆一定

の運動形式に当てはめて自已の思うように身体

を動かしたい欲求に基く練習から生れる。從つ

てそこに技術が考えられるのである。

　（口）道具や物を支配する技術

　ボーノレとか砲丸槍などの用具を使いこなす技

術、或は鉄棒跳箱等の器敏や水等の運動形式を

規定する外的条件としての物を支配する技術で

ある。

　施設や用具を使うスポーツ等では環境的身体

が主体的身体（叉は意欲）によつて統制（主体

化）される際に、更に他の外的物質的環境要素

（ボール滴槍、鉄棒葛水等）にも適応調和して

いかねばならない。從つて環境的身体の主体化

（身体支配）は一層困難である。反面これに丈

康　　宏

つて得弓れる身体支配力は一暦高度であると言

える。

　ダニ／スや徒手体躁のような運動においてもボ

ールや鉄棒等を使う運動に於ても意スポーツに

おけ．る身体支配の技術の形蔵過程の機構は同じ

ことである。即ち必す何等かの環境からの働き

かけ一それはルール等のように非物質的なもの

でも竜ボールや鉄棒のような物質的なものであ

つても一があつて池それに適合させるように主

体的身体が環境的身体を統制するのである。直

接主体的身体が環境的身体を統制するのではな

く、必す外からの働きかけを媒介して内（環境

的身体）を統制するのである。物質的なボール

や鉄障等は1その存在と働きかけ（物理’的心理

的）がはつきり認められるが滴ダンスや徒手体

操等の用具を使わない運動では外からの働きか

けが眼に見えない運動の形式であつたり創作の

原理であつたりするので、はつきり意識されな

いだけである。

　唯、物質的な道具を使用する連動では道具を

支配する練習をする前に既に或る程度自已の身

休（環境的身休）が主体化（意志通り動くよう

になる）されていることが必要で喝それなしに

直接物の支配に向うとかえつて主体的身体（意

欲）と環境的身体の分裂を一暦大きくし滝主体

化を不可能視させ或は長びかせる恐れがある。

　身体支配の抜術は一見、消極的な、環境に順

応する性格の技術のように思われる。確に与ら

れた運動形式や施設用具等に自己の身体を当て

はめて行く点ではその意味が強く外的環境を積

極的に作り変える働はない。然し運動は単なる

順応ではなく芯むしろ「自己の力の働きによつ

て能動的に（外的）環境に順応していくこと」

である。從つてをの結果として外的環境をでな

く内的環境一身体の機能や形態一を変えてい

く竜身体を形成していくのである。身体支配の

技術は身体を作り上げるのである。

　（2）心の技術

　自分の心を支配する技術である。

　三木清氏はこれについて「理性と情念（feeL

i㎎）との間に主体と環境という関係が考えら

れ壱理性は自律的なもの馬情念は身体的なもの
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と見ら仏情念は環境から規定されるものと見

られる。理性と情念とを統一して心の形を作る

ことが心の技術である」と言い竜更に「物の技

術では主観的なものと客観的なものとの統一

が、物を変化し、変形することによつて客観の

側に実現されるが、心の技術ではこれが心を変

化し変形することによつて主観の側に実現され

る。」とも言つている。

　三木氏の晴念は感情的なもの一切を含む広い

概念であろうが滴運動では特に清緒（情動）を

中心的な対象と考えたい。

　情緒がどのようにして起るかはさておいても

情緒があらゆる行動の背景にある行動発生力

（9ene・ati▽e　forces）として運動の場における行

動に影響を与える事実は認めざるを得ない。例

えば「あがつて日頃の実力を発庫し得なかつた

りム　「相手に呑まれて固くなつたり」葛「緊

張して固くなつたり」、「相手を怒らせれば試合

に勝てる」と言うような事実はよく見聞したり

体験したりするからである。確に激しい情緒が

活動の円滑さや安定性を奪い一不安、恐怖、悲

しみ等から活動加抑制され怒りは動咋を荒ぽく

粗雑にする　平静な或は楡快な気持や気分の

時には活動が安定し動作はのびのびと大きく竜

しかも正確であるのである。これらについては

「自律神経の中枢と感庸の中枢とが極めて接近

しているので互に影響を及ぼし易く省自律神経

機能が影響を受け諸臓器に変化を起す」とか

「ホルモンの関係」などが考えられているよう

である。このような事実から活動者はよいフオ

ームや記録を作ろうと思えば思う程運動や試合

の場で「あがつた」り「固くなつたり」するこ

とがないよう情緒の安定が必要になる。情緒は

本来生得基本的なものから行動と密接な関系を

もつて発達した反応型式であつて生理的なもの

と一体的である。このような情渚に対して意識

してその安定に努力することは、情緒を独立し

た運動の環境要素の一つと考えることに他なら

ないわけで、そこに運動技術の内容としての心

の技術を考えることが出来る。

　心の技術は運動の場の緊張が高まれば高まる

程葛從つて大きい大会とか喝第三者の介入する

余地が大きくなればなる程一一暦必要となる。

　（訓　他人の心理を支配する技術

　同じく競技にしても、コンテスト形式、コン

バツト形式、コンペテイション形式池チームゲ

ーム形式と競技形式が違へば活動者相互の与え

る心理的影響は異なるが、何れにしても何等か

の形で他人から心理的な影響を受け、又他人に

与えている。そしてその際他人や第三者からの

心瑚勺影響を受けなし）ようにする対自的なもの

が心の技術であるとすれば竜逆に他人の心を自

分の意図に合致させようとする技術も考えられ

る訳である。これは所謂「演出」とか「演技」

とかに通じる一種の杜会技術と言えるかも知れ

ないが確に存在しうるし又必要である場合が

ある。例えばコンテスト形式では観衆（審判）

に対してアピール（appea1）するような技の

「決め場」とか「見せ場」とか言つたものがな

かつたら平凡な或は平板な技に堕してしまうで

あろうが竜此のような技の要点は一種の他人の

心を獲える技術に通じるからである。又フェイ

ント（feint）と言はれる欺脇技術も競争相手の

心理を自分の支配下に置く意味をもつと思われ

る。一般にコンバツト形式では心身を挙げての

人間対人関の斗いと言う意味が強いので此の技

術が自然に必要になり又行われる。又策戦は多

分に相手の心理を支配すると言う意味が含まれ

策戦を要する競技程この技術が必要になる。

　モラール（士気）一（ある集団のメンバーが

成員であることに満足と誇りをもつて結東し、

集団の共通目的の達或に向つて積極的に努力し

ようとしている感情ないし、態度（野田一夫）

が高ければ、或は高いモラーノレのチームではチ

ームワークがよい訳であるが、モラールにして

もチームワークにしても心理的には味方のチー

ムメートの間で相互の心理支配がうまく行つて

いることであると言つてもよいだろう。支配は

先づ相手の心理に從いつ」働きかけて自分の意

図を生かすのであるが、目標が同一である場合

はそれは協力となるのであるから。

　兎に角このようにチームゲームであれば味方

のチームメートに対する心理支配一一愛情、尊敬、

理解等一が必要であるし、叉直接相手と対抗し
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て行う競技では相手に対する心理支配が必要に

なる。

　從つて所謂運動技術とは上記のような三つの

技術を内容として含む、運助プオームや記録を

作るための技術の総合名称であると言えよう。

　勿論これらの技術は結局は運動の場における

身体の活動に集約して表現され認識される。

　従つて其の限りでば運動技術を身体支配の技

術或は身体的技術として捉えることは間違いで

はない。そしてこれを生理学的に解明すること

も間違いではないと思う。然しながら運動の場

特に試合の場で捉えられる身体的技術は相当多

くの心理的な影響を含んだもので、いわば心理

的生理的機能の総合されたものが生理的に或は

身体的に現われたものである。

　それに対し練習の際に捉えられる身体的技術

或は生理的機能は比較的心理的な影響の少いも

のである。勿論どんな場合の身休的技術も心理

的生理的機能の総合でないものはないが、練習

の場と試合の場では心理的な影饗の度が違うと

思われる。（心理的影響の多少は客観的な測定

や把握が困難であるので推量の域を出なし）が。）

従つて練習の際の身体支配の技術によつて出さ

れたブォームや記録がそのま㌧試合の場セ出さ

れるためには1このような心理的影響をなるべく

受けないような何等かの処置が考えられなけれ

ばなら淀い。実際には身体支配のように取り出

して練習すると言うわけにはいかないが。

：六、運動技術の性格

　11）運動技術の合理性

　運動技術は活動者の意志が夫々の運動環境の

制約を受けながら生かされて運動する時生れ

るo

　所で環境の申で自己を生かす葛或は環境を支

配するためには先づそれに従わなければならな

い。何となれば環境を支配するためには先づ環

境を支配する客観的な法則を認識し、それに従

いつ㌧環境に働きかけるのでなければ不可能だ

からである。運動環境を支配しているものは物

理的環境を支配する物理学の法則蒐身体を支配

している生理学の法則等である。心理的な影響

康　　宏

は物理的な性格のものではないのでそれ自体の

客観的な法則の把握はや∫困難であり、生理的

現象との関係においてや或は生理現象に含めて

考えなければならない。しかし、要するに運動

環境を支配しているものは因果の法則であると

言うこと余出来る。

　運動技術はこれらの法則に従いつ㌧洩自己の

目的意志を生かすべく運動する所に一つの形態

（フオーム）となつて生れるのであるから喝ζ

のようにして生まれる技術は一つの目的必然性

と言つたものと考えられる。

　目的必然性とはこの時この場でこの道具を使

つて目的を達1成するためには必すこのようでな

ければならないとされるものセある。具体的に．

言えば運動の「コッ」とか「要領」とか言われ

るものに相当するものである6ζれは人間の意

志に基いて目的的に再構成されたものである点

から言えば主観的なものと言えるかも知れない

が竜人的物的な環境要素（身体芯ボール等の道

具や施設）から規定されている点では人間の独

断で構域することも変えることも出来ない客観

性をもつもので滴人間は唯そのように行動する

よりし方がないのである。そしてこれは1むしろ

表現された技術から逆に考えられるべきもので

あるが。

　従つて運動技術は少くとも次の三つの合理性

を備えていると言えるし叉備えなければならな

い。いわば運動技術がこめような合理性を要求

するのである。

　ω　科学的合理性（因果法則的合理性）

　運動技術は物理（力）学的、生理学的（心理

学的）法則に合致するものでなければならない。

　（口〕目的論的合理性（合目的性）

　目的論的構造とは常に全体が部分を規定し竜㌔

一つの部分は他の部分と、そして各々の部分は

全体と相互に依存し何れの部分の内に』全体

の意味が表現されているような構造であるが、

運動技術もこの部分のような意味をもつて芯目

的に適うものでなければならない。

　バ　経済的合理性

　運動技術はエネルギー効率から言つて最少の

消費で最大の効果をもたらすものでなければな
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らない。

　このような合理性を要求する点から滝「運動

技術は因果ρ法則の働く運動環境の自然必然の

系列を目的意識を働かせて目的必然の系列に変

える所に生れる」とも言えよう。

　（2）運動技術の創造性

　運動技術の目的必然性は運動の実践において

のみ認められるもので竜運動に実現さオ1、ない限

り何処にも存在しないものである。従つて運動

技術は運動の度ごとに創造されると言える。し

かもそれがそのま∫残留持続するのではない。

ブオームが見られなくなれば技術も・叉存在しな

くなる。残留し持続するものは技術に媒介され

た身体や心意の変化竜技術に関しての知識だけ

である。これらは弐の運動における内的環境と

しての意味をもつか主体的なものとなるかであ

つて喝決して技術そのものではない。

　技術は唯そのつどつどの運動環境の条件と活

動主体の意志とから運動に．於てフオ←ムや記録

として創造されるだけであつて竜運動が行はれ

ない場含には滝在るものは客観的な環境の自然

必然性か活動主体の主観的な目的鋭念かたけで

ある。

　然し主体に残留持続する身体や心意の変化や

知能等は普通運動技能と考えられている。そし

てこれに基き更に運動環境に働きかけて唯一の

完成された理想的な形に向つて、フ才一ムや記

録に運動技術を表現し、それを見て反省しては

叉表現しつ㌧、フオームや言己録を変えて行く。

（だが実際の運動技能は運動に技術として表現

しない限りは技能にならない訳である。けれど

も竜短時日の間には身体や心意竜知能は余り変

らないだろうと言う竜経験に基づく仮定から残

留持続する身体竜心意の変化等を運動技能と考

えるのであろう。）このような創造の遇程を普

通練習と言うのである。從つて練習は決して単

なる反復ではない。運動による創造的な身体や

心意の変化（普通練習効果と言はれる）が著しい

か著しくないかめ違いだけで竜変つていること

は変つているのである。身体や心意はそのよう

に変らないようで変つており喝著しく変つてい

るようで大して変らないものと言われでいる。

　運動技術の練習は慨に明にされている目的必

然性（後から述べるが運動技術の知識とか法則

’と言つたもの）を＝実際に行つて見て自分の身体

に適合するようにして身につけること（実際的

体得）と理想的な目的必然性の実験的探究と言

う二つの意味をもつ合理化と創造への努力であ

るとも言えよう。

　（3）運動技術の杜会性

　運動技術は元来杜会的なものである。

　運動技術は個人の蓮動によつて実現されつ㌧

存在するに過ぎないから、その点から言えば確

に個人によつて発見され或は運動のつどつど創

造されるものであるに違いない。しかしながら

フオームや記録を出すために表現された技術

は誰にも理解され又模倣され叉伝達しうるも

のとして杜会的な普遍性をもつており、一つの

文化財として歴史的に伝承され、杜会的にも模

倣篶移入によつて伝播されて来ておる。又将来

共伝承伝播されるであろう。現在の我が国のス

ポニツは皆このような経過をとつて来る間に時

代や杜会の影響を受けて、現在のような形態の

ものになつて来ているのである。従つて新しい

運動技術（それは運動形式にせよ形式の中での

所謂技術にせよ）であると言つても既存の運動

形式や運動技術の蓄積があつたからこそ、それ

らの薪しい結合として生れたのだと考えられ、

決して単なる能力の優れた個人の努力のみに依

るとは考えられないのである。從つてすべての

新しい運動技術の工夫の渕激や構想の実現とし

ての発明も結局は杜会的に蓄積された文化の程

度に依存していると言わざるを得ない。

　運動技術はこのようにして生れるものとして

本来杜会的なものである。

　運動技術がルールを環境とし競争を一つの表

現形式としていることを考えれば一層運動技術

が杜会的なものであることが了解される。

　即葛各種スポーツのルールは発生的にぱ長い

経験によつて生じて来た慣習の成文化であり、

性格的には運動杜会のr法」とみることが出来る

ものである。そしてその内容は道徳的な行為規

範についてのものもあるが悩大部分は技術に関

するものであつてこれによつて活動者を拘束す
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る。然しながらその拘東の性格はシュタイツァ

ーが「ルールは活動者が競争と言う目的を達成

するために協定する条件で竜同一条件の下にお

ける競争を確実にするのに役だつだけ」と言う

ように、平等な条件を保証するためのものであ

り、然も権力者によつて定められた強制的なも

のでな1く、相互の協定したもので強い実効性を

もつ所に特徴がある。

　このような独自な性椿をもつルーノレの制約下

に行われる競争は同一目標を目指す個人或は集

団間の相互肯定的な緒合関廉を前提にしなけれ

ば威立ち得ない。従つてこのようなルールの下

の肯定的な人間関係の間に生れる運動技術はそ

れ自体丈化的なものであると共に杜会的なもの

であつて「人格及杜会の紐帯」として人間を結

びつける働がある。このことはレクレーション

に参加した人や試合での競争相手が、社会的な

地位や身分を越えて親密になつたり国際間の紛

争対立を越えて親和し合う実情からもよく了解

される。

　運動技術は人間の結合を媒介するのである。

　又チームゲームでは同一目的達成のための分

業的協力言い換えれは1集団構造の体制化自体が

運動技術の重要な内容となる。従つてチームゲ

ームでは運動技術の練習がそのま㌧集団威員の

杜会屹を促進する機構にある。

　レクリェーションは古くから自已表現を通じ

て人椿池健康、個性を健全に発達させるために

護にも必要なものいわば基本的な人間要求であ

つた。然し社会の変rヒに伴つて余暇の量は増す

傾向にあるにも拘わらす喝創造的表現のための

機会は益々少くなつてくる傾向にあり這そこか

らいろいろ杜会上教育上の詰問題が持上つて来

た。レクリェーションの間題は現在では最早単

なる個人の問題ではなく杜会の問題にもなつて

来ている。

　運動技術は自已テスト出来ると共に、技術そ

のものに自已表現の可能性があり叉人間や杜会

の紐帯的な一冒義をも持つので種々な欲求を満足

させる機会を豊富にもつている。

　従つて個人のレクリェーション及それと関蓮

する杜会間題の解決に役立つと考えられる。
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　（4）運動技術の倫理性

　運動技術においては目的は立派な作品（フォ

ームや成績）を生み出すことにあるのであつて竜

このような作品を生み出す活動者の道徳性と言

うことは問題にならない。然し本来物を作るこ

とと自分を作ることとは根本的に結びついてい

ると思われ鷹我々は立派な人間になることによ

つて立派なフオームや記録を作ること1が出来馬

立派なブオ←ムや記録を作ることによつて立派

な人間になることが出来ると思われる。

　何となれば運動技術によつて作られるフォー

ムや記録は一面では人間の意欲或は目的を満足

さぜるためのものであると共に鬼他両では人間

を必然的なもの（環境）に従はせた結果のもの

である。言い換れば運動のフオームは自由と必

然との統一が身体の形において表現されたもの

であり記録は更にそれらが象徴的に表現された

ものである。従つてこのようなフオームや記録

然もそのすぐれたものを出そうとすればする程

人聞は必然的に弐のような態度と強いられるこ

とになる。

　1。　自己の意志を客観的なものに従える

　環境の客観的な法則に反しては良いフオーム

や記録が得られないのみならす負傷したり場合

によつては死ぬことすら在り得る。従つて人間

の意志は悉意的であることが出来ないっ

　2。厳しい訓練喝鍛練に対し誠実に良心的に

　　立向う

　運動技術は正確であり厳密でないと役に立た

ない。従つてこれを修得するには科学的な考察

と共に厳しい練習による行動の習償化（随意運

動の反射運動比）が必要である。鍛えられなけ

ればならない。一活動者個人の練習は主観的に

なりがちであるのでコーチがいる方がよい6一

そしてこの訓練に対して活動者が誠実であり竜

良心的である程良い結果が得られるのである。

　ユ　協同を向び責任を重んじる

　技術は元来杜会的なものであり葛協同（協力）

によつてのみ効果的であることが出来る。その

意味では技術は協同（協力）を要求するとも言

える。従つてそこから個人は必然的に責任を要

求されることになる。チームゲームでは協同と
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責任は運動技術の内容そのものであるが個人的

種目においても練習にせよ試合にせよ協同なく

、して効果をあげることは出来ない。

　従つてよいフオームや記録を出そうと運動技

術の練習に打込めば打込む程、此のような態度

を身につけざるを得ないがもこのような態度は

単に技術のみならす人間的にも極めて大切な道

徳の内容でもある。道徳は抽象的な知識や良心

の問題でなく人間を作ることが大切である。そ

してそれ自身技術の必要がある。曾つて修養と

言われたものは静的に人間を作る心の技術であ

ると考えられた。然し現在のような複雑な然も

流動する杜会に在つて調和し立派に生活し得る

人間を作るためにはより動的な技術が必要であ

ろう。

　運動技術はよいフオームや記録をつくること

によつて自已を作つて行く或は人間を作つて行

．くとも言え洩運動技術には本来人間形威的な1意

義があると言えるのである。特に情緒を伴う行

動場面に於て激情をコントロールしつい情緒

の安定を保ち叉多くの衝動を単に抑制すること

なく純化して人間の本質にふさはしい正しい形

で表現させつ㌧．行動させ前記のような態度をと

ちせる点では運動技術は人間の性格や人格を道

．徳的に形成する上に極めて重要な意味をもつも

のと考えられる。運動技術は動的な人間形成技

術であると言えよう。

　こび）ことは練習の転移と言う点から言えば或

は間題が残ると指摘されるかも知れないがシャ

ーマンが言‘うよ一うに「個人が思う通りの仕方で

振舞つて満足を得るような場面で幾多の経験を

持つならば」運動技術の練習に於て得られるこ

のような態度竜性椿等は蓬かに広い応用性をも

ち又広範囲の場面に作用するものと信じられる

のである。

　15〕運動技術と知識

　運動技術は運動の瞬間々々に表現されて存在

する目的必然性であり固有の存在性をもたない

ものであつた。然しこの目的必然性は瞬間々々

に消えて行く運動り後もその反省から自己の記

億に残留して持続する不変的な一一つの原理或は

法則となり得るし喝叉他人が作つたフォ←ムや

記録に即しても会得され意識に把握されうる。

　そしてこのようにして意識されると目的必然

性は時間や運動の実践から離れてそれ自体固有

の存在性をもつ技術についての知識となる。運

動技術についての知識はこのような技術的な運

動実践の瞬間々々に新に創造されるものであり芯

その意味では運動技術についての知識の威立と

発展は運動の実践（練習やゲーム）と相関的で

あると言える。そしてその際運動に於て主体で

あり同時に道具的な意味をもつ身体がその可変

性の故に練習を行つている聞に竜自分から分化

し機能を変え発達して行くことが人間の失艀能に

分化と発展をもたらすのであるから、知能も本

来技術的であると言うことが出来よう。

　然しながら運動技術についての知識が運動

技術の基礎であることも亦明瞭でこのような知

識なしには運動技術の発展はあり得ない・知識

のない運動技術の練習は狭い自己の経験の範囲

を出ることが出来木興駄の多い割に効果を挙

げることが出来ない。その意味では運動技術の

練習は実験の意味をもつと言うことが出来る。

実験とは「一定のイデーを以て自然に問いを掛

けること」であり「単に受動的に観察するので

なく自ら現象を作ることによつて現象を観察す

る」「経験を構成することによつて経験する」

「単に見るのでなく作ることによつて見る」こと

である。運動技術の練習は活動者が他人のフオ

ームを見たり、いろいろな文献や資料から得た

りした知識に基いて一つのイデーを構想しそれ

を自己の身体を道具とし材料として実験してい

るとも考えられるからである。運動技術はそれ

の戒立する環境を支配する客観的な法則を認識

し、その認識に基いて環境に働きかけこれを変

化する時生れるのであるから粗野な経験主義で

は良いものが生れる道理はなく葛科学的な知識

に基き、更に自己の身体に対する自覚を加えて

一定のイデーを構想しこれを自己の身体を使つ

て実現してみる、フ才一ムや記録を生産し、そ

れを作ることによつて知ると言う過程を含まな

ければよいものが生れる訳がない。練習は先に

述べたように既に明かにされた目的必然性の実

験的体得とこの薪しい目的必然性の実験的探究
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永　　井

と言う意味を含むもので午9ような意味を持た

ない単なる運動の実践、経験では効果が少ない

であろう。

　従つて運動技術についての知識や運動技術に

関係のある科学が運動技術の基礎であることは

言うまでもない。科学の発達な1しには技術の発

達も亦あり得ない。然しながら科学の発達のた

めには叉運動技術の発達が必要であることは先

に述べた通りである。自己の身体の嘗覚にして

も単に自己の中に沈潜することによつて得られ

るものでも科学的な知識のみによつて得られる

ものでもなく蒐自己の身体を使つて実際にフォ

ームや記録を作り出し滝それを観察し反省する

と言う過臣な1しには不可能だからである。

　從つて從来なかつたような新しいフオームや

記録（例えばm米10秒と言う様な）を出すこ

とは新しい運動技術の創造であると同時に科学

の世界における偉大な発明にもひつてきするよ

うな文化的な一冒義をもつ大庫業であると言つて

も誤りではないだろう。

　（6）運動技術の媒介性

　活動者はいろいろな動動技術を求めて練習す

る。その際直接手がかりとなるものは常に自已

が運動技術によつて作り出したと考えられるフ

オームであり生産物であると考えられる記録で

ある。活動者はそれを見、それから反省して自

覚し、今迄の経験を基にして又技術のイデーを

構想し洩実験してみると言う過程を繰返す。然

し結局よいブオームや記録はそれを生み出す遺

具としての身体の有用性なしには考えられない

ので身体支配を練習する。然しこれは結果とし

ては可変的な身体自体の機能形態の変化を生み

出すことであり、実際には身体をf乍り上げるこ

とであつた。このことは活動者がよいフオーム

や記録を求めて或はそれを生み出す運動技術を

求めて練習することは実は自己の身体を作り上

げていることに他ならないと言うことであり竜

これは叉運動技術が身体形成を媒介すると言つ

ても課りではないであろう。

　運動技術は叉同様にして自已の心の形成を媒

介すると言える。即試合の場で不安葛恐怖等か

ら「上つたり」「固くなつたり」叉怒つて「粗

康　　宏、

雑になつたり」する、ことはよいフオ7今や記録

を作る上に極めて不利である。このことの自覚

から葛活動者は自己の晴緒の安定を葛練習に一

生懸命打込むことによつて嘗然に獲得しよ．うと

した．り竜又は意識して特に努力することによつ

て獲得するかちである。

　従つて運動技術が生み出すと考えられるフオ

ームや記録は実は運動技術が媒介した身心の機

能の総舎表現であり、記録はその象徴的なもの

と見られるのである。象徴的なものは象徴され

る母体と離れては意味がない。運動の記録がそ

れを作つた活動者から離れては存在の意義も価

値も有たないのはそのためであろう。

　運動技術が媒介する身心の機能の変化とは具

体的に言えば、神経系統、筋力、器官力（持久

力）発達、成長、情緒の安定葛．健康等である。

．．たじしその程度は運動睡民活動者の素質㌻

運動の行われ方（練習や試合の在り方）等によ

つて異ることは言うまでもない。

　その他に運動技術が媒介するものとして杜会

的な性格滴合理的創造的な態度竜倫理的な態度

があげられる。

　運動技術は運動のフオームや記録を作り出す

技術であつて目的はフオームや記録にある。然

し運動技術は人間の身心及性格や態度の発達を

媒介する。その意味では運動技術は実質的には

人間的技術或は人間形成的技術であるとも言え

よう。

　然し運動技榊⊂とつては人間形成は目的では

なく媒介するものに過ぎない。技術に人間形成

．媒介の機溝があると言つても運動技術を目的に

す牝ば必すそうなるとは隈らない。活動者の練

習の仕1方が問題下苧る・然しそれは運動技術自

体にとつては関係のないことであろう。

七、む　　す　　び

　以上ρ如く運動のフオームや記鋒の生産を目

的とする運動技術は身体を道具とするが故に念

身体操作の技術的堪能を求めて練習している間

に実は身体を形成し芯更に試合の場でよいフオ

ニームや記録を得んとするが故に心を形成する機

構をもつことが明かである。言おば運動技術は

一25一



体育における運動技術の問題

直接目的はフオ弓ムや記録の生産であつても実

質的には人間形成を媒介する人間的技術の意味

をもつているめであるらしかも運動技術が合理

的創造的な性格をもち社会的な性格をもつこと

ぼ運動技術の藻介形蔵する人間が杜会的人間で

あり濠すぐれた知能をもち合理的な思考を荷ぷ

人であることを又道徳的な態度や性絡をも＝つた

人であるζとを暗示する。

　従つてこのような運動技術の修得のために真

剣に打込めば打込む程必然的に人間は身体的精

神的杜会的に建全な人間になるようになつてい

る訳．であつて、こふに運動技術のまたと得難い

教育的価値の潜在を認めることが出来る。然し

技術の練習をすれば優れた人になるとは隈らな

い。運動技術ぱ決して最初から人間形戒を目的

とする技術ではない。目的はあくまでもフォー

ムや記録の生産にあり勝つことにあると思う。

然しそれを真釦に考え努力すれば自ら人間形戒

を媒介するに至るのであつて、このよな媒介性

亡そ運動技術の本質であると思う。最初から人

間形威をねらう毛のは体育であつて運動技術で

はない。運動技術は人間形成を媒介するのであ

るポ
　この■ような人間形成を媒介する運動技術は最

初から人間形成を意図する体育においては当然

目標でなければならない6体育ではむしろこの

一ような運動技術の人間形威的な機構を意図的に

利用して人間形威を図ろうとするのである。“

何故なれば運動技術自体が人間形威的な機構を

．もつているとしても、それに対する活動者の対

処の仕有が問題であつて・対処の庄方が真剣で

なかつたり、科学的な卸識に乏しかつたり目覚

が未熟で単に目前の興味や勝敗のみに把はれた

りしたのでは方法的な誤りを犯し真に運動技術

のもつ潜在的な価値を顕現することは出来ない

からである。従つて未成年の者や自覚の未熱な

者に対しては常に指導が必要になる。

　このように考えて来ると先にあげた体育とス

ポーツとの関廉カミー暦明になるであろう。スポ

ーツはこれに真剣に対処して練習すれば直接目

的は技術の遺求とその表現にあつても実質的に

は技術の媒介する人間形威作用によつて体育と

なる可能性があり、これに対し体育はこのよう

な運動技術の価値を意図的に顕現しようとする

ものに他ならないからである。従つて体育に奉

いても運動技術は目標であるρ運動技術を1目標

だして練習する学習者ρ活動を正しくして運動

技術の媒介するものをム正しく学ばせようとす

るのが体育に他ならない。

I前川氏は技術の体育的価値はそれが学習を動

機づけること∫これによつて自已表現がなされ

る．点にあると言つておられる。確にその通りで

あ≡ると思う。その故に運動技術は体育の目標で

あり、叉、目標であらねばならぬ。

　然し前川氏の言葉は叉、実は運動技術の本質

が媒介性にあることをも指摘しておられるので

あるとも考える。從つて私は運動技術は窮極目

的たる人間形成を1媒介するものなるが故に体育

の目標であり又、目漂であらねばなのぬと思う

の亡あるが、それはあくまでも唯一のものでな

く諾目擦の中の一つであらねばならぬと考るえ

るのである。
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